
都道府県林業・木材産業構造改革プログラムの推進
（別添１）

構造改革プログラムの策定（４７都道府県）

【個別目標（主なもの 】 【特徴ある取組（例 】） ）

◆ 効率的かつ安定的な林業経営
を担い得る林業事業体数 林〔富山県〕

業森林組合系統内に６つの機械化
・【全体目標】 区 分 現状 目標 備 考 チームを育成することとし、こ
木( ) ( )H12 H18 のため、森林組合への高性能林

◆ 木材の供給・利用目標 材林政審議会で示した資 業機械の導入 林業カレッジ、「 」
産林業事業体 料における 年の目H22 研修の実施による就業者の育成

森 業区 分 現状 目標 備 考 数 809 1,012 標は 。1,100
構( ) ( )H12 H18

林 造基本計画におけ

◆ 素材の生産性 改合計( )万ｍ る 年の目標
３ 1,890 2,189 H22

・ 革は、 万 。2,500 â 〔神奈川県〕
事区 分 現状 目標 備 考 持続経営モデル団地数地区を設

林 業( ) ( )H12 H18 定し、高密度路網の整備、低コ
等製 材 1,311 1,543 H22年の目標は、 木材産業体制整備の基 スト搬出技術の普及、高性能林

業 の1,800 H22万 。 本方針における 年â 生産性 業機械の導入等を促進
実

（

(ｍ 人日)３/ 3.4 4.1 の目標は 人日、 。5.0 /â
基 施参 パルプ H22年の目標は、

◆ 製材業の生産性 に・チップ 507 522 500万 。â

本 よ考
る

）

合 板 〔宮崎県〕13 38 H22年の目標は、
計 プ100万 。â 区 分 現状 目標 備 考 施設整備と設備廃棄を一体的に

ロ( ) ( )H12 H18 行う加工体制の再編・整備に向
画 グその他 59 86 H22年の目標は、 木材産業体制整備の基 けた合意形成を図りながら、工

ラ100 H22万 。 本方針における 年â 生産性 場の大型化・近代化を推進
ム(ｍ 人年)３/ 342 416 の目標は 人年、 。550 /â
の
推

◆ 乾燥材生産割合 進
〔岡山県〕
県木材加工技術センターにオー区 分 現状 目標 備 考
プンラボラトリ方式による高温( ) ( )H12 H18
乾燥施設を導入し県内事業者に木材産業体制整備の基

対して高温乾燥技術の開発と習乾燥材割合 本方針における 年H22
得を促進（％） 17 31 の目標は、 。50%

※現状の 年度については、各県の事情により 年度などの場合があるH12 H13


